
内－2  鞍粗剤  肱濁し、1EI政  
回  

粥i．◆■h．1⊥l．1■山女l【J√▲rlJb＿lJ●l′    t   ヽ －                    掛‥・  
胃炎・胃切除後の消化  配合剤   l   l■ －●      剤  1日8回  
異常   ン補充作用   ンB12作用  ／シアノコバラミン   

胃酸補充作用＋消化  配合剤   塩酸ベタイン／モルソン  Z33  内一之  顆粒剤  1日8回  
補助作用   酵素作用  

胃炎等の捧痛   局所麻酔作用   活動電位伝達抑制  アミノ安息香酸エチル   ほ1  内一之  末剤  1．日3【司   局方  
作用  

オキセサゼイン   1Zl  内－1  1［ほ－4匡l  

内－2   

ピベリジノアセテルアミノ安  
息香酸エチル   

内－2   

低酸症   胃酸補充作用   胃酸様作用  希塩酸   Z33  内－3  液剤  局方  

主に胃液分泌促進  食欲増進作用   苦味健胃作用  コンズランゴ   Z33  内－3  液剤  1日3回   局方  

ホミカ   233  内一之  局方  
散剤  

内－3   

センブリ   Z33  内一2  散剤  

消化器不定愁訴（食欲  配合剤   調   

不振、胃部不快感など）   シウム／メタケイ酸アルミン酸マゲ  

用十消化酵素作用  ネシウム／オウレン／ケイヒ／ウイ  

如り／チョウシソショウ和り／サ  

ンショウ／カンソり／タカヂアスト  

セ’   

炭酸水素ナトリウム／炭酸カル  

シウム／メタケイ酸アルミン酸け  

ネシウム／オウレン／ケイヒ／ウイ  

キヨウ／チョウシソショウキョウ／サ  

ンショウ／カンソり／ビオシーアス  

トセ■   

酸中和作用十苦味健  配合剤   炭酸水素ナ川ウム／炭酸マク  

胃作用＋芳香健胃作  ネシウム／炭酸加ルウム／水  

用十炭水化物消化酵  酸化アルミ／ニカ‘キ／オウハ■ク  

素作用  ／ケイヒ／ウイキョウ／ショウキョウ  

／カンソ■ウ／リカーで   

炭酸水素ナトリウム／炭酸カル  

シウム／メタケイ酸アルミン酸げ  

ネシウム／オウレン／ケイヒ／ウイ  

キヨウ／チョウシソショウキヨウ／サ  

ンショウ／カンソり／シ●アスターセ●   

P68   



敵中和作用十苦境健  配合剤   炭酸水素ナトリウム／ケ■ンチアナ  1日3回  

胃作用＋炭水化物消  ／シーアスターセ●   

化酵素作用  

制酸作用十健胃作用  酸中和作用十苦味健  配合剤   炭酸水兼ナトリウム／ケーンチアナ  1日3回  

一作用＋芳香健胃作  ／ルトル／ロートエキス   

用十蹟痙・鎮痛作用  

酸中和作用＋苦味健  配合剤   炭酸水兼ナトリウム／ケ’ンチアナ  1日3回  
T作用十芳香健馴乍  ／ケイヒ／ショウキョウ／サンシ】ウ  

用  ／ルトール   

敵中和作用＋苦味健  配合剤   炭酸水素ナトリウム／センブリ  233  内－1  1日3回  
■作用  

内－Z   

敵中和作用十苦味健  配合剤   炭酸水素ナトリウム／ニガキ  Z33  内－2  散剤  
胃作用  

タン／くク貫の消化異常  タン／くク賞消化補助  含柑ペプシン   ヱ33  内－2  末剤   1日3回   局方  
作用   用  

炭水化物の消化異常  炭水化物消化補助・  アスペルギルス属菌由来  1日3回  
作用   作用  消化酵素   

ジアスターゼ   233  内－2  未剤  1日3匡l   局方  

アミラーゼ   233  内一之  末剤  1日3回  

乳糖不耐症   乳糖消化補助作用  乳糖分解酵素作用  チラクターゼ   之33  内－2  細粒剤  1回  

ガラクトシダーゼ   2こ）3  内－2  散剤  

塀馳剤   

消化異常  消化補助作用  陣消■化酵素作用      パンクレアチン（ブタ）  Z33  内－2  末剤   
1日3回   局方  

炭水化物分解酵素  配合剤   サナウクーゼ配合剤   233  内－1  1日3回  

作用＋タンハ●ク分解酵  カプセル剤  

素作用十膵消化酵素  
作用  

内－2   

サンフローゼ配合剤（1）  233  内－1  錠剤  1日3回  

サンフローゼ配合剤く之）  233  内－1  カフ■セル剤  1日3回  

ジアスターゼ配合剤く1）  233  内－1  

内一之   

ジアスターゼ配合剤（2）  233  内－2  顆粒剤  1日3回  

ビオチアスターゼ1000配  

合剤   

ビオチアスターゼ之000配  

合剤   

ビオヂアスターゼ配合剤  1日3回  

ビオチアスターゼ配合剤  

（2）   

ヒロダーゼ配合剤   233  内－l  カフ’セル剤  1日8回  
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内一之  頼粒剤  1日3回  

モルシン配合剤く1）   233  内－l  

内－2   

モルシン配合剤（2）   233  内－l  カプセル剤  1日3回  

膵臓性消化酵素配合剤  

内－2   

一建享：・：：：ニ  

タカヂアスターゼ配合剤  

内一之   
；  相中！嘩叶：：：  ：1こ日ヨ回：：：：：：  

消化酵素作用く納豆  配合剤   納豆菌配合消化酵素   233  内－2  顆馳剤  

菌：当紘作用の増  細租剤   

強）  

作用・■∴●  

2  消化性潰瘍用剤等  上部消化管出血   胃酸分泌抑制作用  ヒスタミンH2受容体  シメチジン   2325  注－1  注射薬  1日4回6時間  

遮断作用  ごとに練徐に  
静注、点滴静  
注  

塩酸ラニチジン   ★麻酔前投薬  
注又は筋注  

ファモチジン．   ★加川∩印「馴ison  

症候群、麻酔前校  
薬  

静注  

★麻酔前投薬  
ト   間ごとに緩侍  

に静注、点滴  
静注  

酔投薬  

遮断作用  静注、点滴静  
注  

■濱沸：・’辛・†柏・∴’  

應拇法：：二：：：  

n  

経口投与不可能な出血  ‾、   lウム  之3Z  注－1  注射薬   1日2回点滴静    ★Zo】tingerE＝so  

を伴う胃潰瘍、十二指腸  作用  注、静注   症候群  

潰瘍   

胃潰瘍、十二指腸潰瘍  粘膜保は作用   粘膜修復作用  スルビリド   荘    注     ★精神分裂病（高                117，  
2329   用1）  

メチルメチオニンスルホニ  
ウムクロライド   注  
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ゲファルナート   Z329  注－1  注射薬  1日1回筋注  

幼牛血液抽出物   2329．  ★脳血管障害後  
252．269．  漣症、ビュルガー  
419   病、皮膚潰瘍、ア  

フタ性口内炎  

・碑ず車挿．1．：  

慢性胃炎   消化液分泌促進作  塩化カルニテン   233  注－1  注射薬  1日1回皮下、  
用   用  筋注又は静注  
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235 下剤・浣腸剤  

内法外 区分  分精名  主な適応症  薬理作用1   薬理作用2   薬理作用3  組成・構造   成鱒   薬効分 頬番号  剤形区 分  剤形   
用法   備考   線引き   

山  下剤、ブ完腸剤  便秘症   滴下作用  浸透圧性作用（腸内水分  塩類   乾燥硫酸ナトリウム   2〇5  内－2  末剤  1回   ★検査時・術前後  
吸収服止）  

酸化マグネシウム   Z34．235  内－1  

ルシウム結石予防  

内一2   

ルシウム結石予防  

炊酸マグネシウム   Z34．235  内一之  末剤  1日数回  ★制酸  

水酸化マグネシウム   234．235  内－2  末剤  1日数回  ★制酸  

硫酸マグネシウム   235  内－2  末剤  1回  

糖類   ラクツロース川＼）   235．399  内－2  

内－3   

膨潤作用（腸内水分吸収  カルメロースナトリウム   235  内－2  未．斯粕剤  1日8回  局方  
阻止）  

腸管刺激作用  くリテノール酸）  ヒマシ油、加香ヒマシ油   235  内－3  液剤  とん用   局方★食中毒、検査  
時、術前後  

：フ車†ケ：岬坤ン革：：二：  ▼ヽこ■■．′1引．1∫．ノ．  ：：：：：Z3ち：：：：：  ：：：内ナ2：：  華甲i≡；‡；  とん用：こ：1三甲：  サ搾季時；て鱒河琴：：二：：：  

ジフ；フール系  ピコスルファートナトリウム  235  茶＝1  

カプセル剤  

内－2  

内一3   

イシロップ剤   

アントラキノン配糖体  カスカラサケラダ流エキス  235  内－3  液剤、トラ  
イシロップ剤  

センノシド   235  内－1  

内－2  

内－3   

センナエキス   235  内－1  錠剤  1日1回  

腸管刺激作用＋腸管刺激  配合剤   センナ／センナ実   Z35  内－2  顆粒剤  1日1～2回  ★駆虫剤投与綾  

作用  
ダイオウ／センナ   235  内－1  錠剤  1日3回  

腸管刺激作用＋健胃作用＋  配合剤   センナ／カンゾウ／ウイ  

芳香健胃作用＋殺菌収敢  キヨウ／イオウ   

作用  
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界面活性作用＋腸ぜん動  配合剤   ジオクチルジソジウムスル  
促進作用  ホサクシネート／カサントラ  わ●セル剤   

ノール   

浸透圧性作用  人工カルルス塩   235  内－2  末剤  1日1回  

乳幼児の便秘  滴下作用  勝ぜん動促進作用   発酵作用  マルツエキス   3272  内－4  液剤  1日2～3回  ★乳幼児の発育不良時  
の栄養補給  

大腸検査及び  クエン酸マグネシウム   721  内－2  
大腸手術時の  
前処置   

服用   

内－3   

腸管内洗浄作用  配合剤   ナトリウム・カリウム配合剤  799  内－2  水に溶かし  
経口投与  

治  排便促進作用  直腸粘喋刺激作用  ピサコジル   235  外－8  坐剤  1日1～2回  局方、★検査時、術前  

後の排便  

潤滑・浸透圧性水分保持  グリセリン  235  外－8  
作用  後の排便  

外－7   

炭酸ガス塵生＋炭酸ガス産  配合剤  炭酸水素ナトリウム／無水  

生促進作用  リン酸二水素ナトリウム   

P73   



236 利胆剤  

薬理作用3  組成・構造   成分   
薬効分   剤形 区  剤形   

丙注外 区分  分贈名  主な適応症  薬理作用1   薬理作用2  煩番号   分  
用法  備考  線引き   

山  利胆剤  胆石、胆汁うつ滞  利胆作用  胆汁酸様作用  ケノテオキシコール酸   236  ．内－1  カフ▼セル剤  1日2－3回  

ウルソデスオキシコール酸   Z36  内－1  1日3回  ★慢性肝疾患におけ  
る肝職能改善  

内－2   

排胆作用  コリン様作用（Oddi括約筋  アネトールトリチオン   238  内－J  錠剤   1日3回  劇、★シェークレン症  

弛緩作用）  候群  

オサルミド   236  内－1  1日3～4回  

内－2   

トレピブトン   238  内－1  1日3回  ★佳性膵炎  

内－Z   ★慢性膵炎  

ヒメクロモン   238  内－1  カフーセル剤  1日3回  

胆汁うっ滞  排胆作用  コリン様作用＋抗炎症作用    配合剤   ニコチン酸卜（車メチルフエニル）  

エチル／ナプチル酢酸   

2  利胆剤  胆汁うっ滞   利胆作用  水分増大作用  テヒドロコール酸   238  注－1  注射薬  1日1固辞注  
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238 鎮吐剤  

内注外 区分  分析名  主な適応症  薬理作用1   薬理作用2   薬理作用3  組成・構造   成分  
薬効分  
頬番号   区分   剤形  用法   備考   線  引き   

山  続吐剤  消化器不定愁  へ’ンス■ァミト‾  メトクロブラミド  239    内－1  ★乳幼児嘔吐、薬剤投  
訴（悪心・嘔  与時．X線検査時．  

★小児。抗悪性腫瘍剤  
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“－：こ‘■■  

塩酸アザセトロ・ン   239  内－1  錠剤  1日1回  ：■   巧   

． ㌧ハ・■・  
之39  内－1  カフ’セル剤  1日1回  塩酸トロビセトロン  1・二・・小：・   

パ・・．・▲′■≡ニ．．J．；ノー：■   

239  内－1  錠剤  1日1回  塩酸ラモセトロン  ■： 
・モ・＝ニ  

！：：：曇■⊆；■躍巌  

・‖・・・：・5：・；とニー－＝：，  

轄先生霊・さ：…■；至二；≡三；慧靂■守＝；i；＝服軒＝ニ：■：■－■…：モ軍：：■…  

し・｝、．・，で，．‥ゝ▲、′｝＝、・1、川ユ■・‥ －・■ヽ、● －、 、（・■一再庶・・■・・ざi二‡〉こ  こ′こジ：！㌔    ■ご′‘■、  ’i ‾■’ち  如粛亀：  ＝郡■誹恒瞳㌶㌫雄           っ・′‘軍役採滅畢禦澤闇 戊  ′野．笠鮭華  ミ＝琴錦妻    ＝＝掛粛三軍澤藍鐙・：・    軋緑蛮遼詔書露礎盤－≒ジ∴≒宴  ・▲・・－・▲㌦：：こ：・：ニi！：：・：●明’：，；  
消化管内ガス  ジメチコン  231  ■丙：■1  ★検査時のガス駆除  

による腹部症  
状   

内一之  
剤  

内－3   

2  鎮吐剤  消化器不定愁  ー、■  l   

訴（悪心t嘔  
注又は静注  

吐・食欲不振な  
ど）   

術前・術後の  ○■・－、◆ヽ   刃   

悪心・嘔吐   

抗癌剤投与に  小・－■－   ≡圭一1   

抗作用  は点滴紳注  よる悪心・嘔吐   

塩酸アザセトロン   2391  注一1  注射薬  ．1日1回静注  

塩酸オンダンセトロン   2391  注－1  注射薬  1日1国権徐に  
静注  

塩酸ラモセトロン  2391  注一1  

3  鎮吐剤  消化器不定愁  ★胃・十コ旨勝手術後、                                                 ▼■Pヽ     ト8   
用  

抗悪性腫瘍剤投与時  
訴（悪心・嘔  

吐・食欲不振な  
ど）   

ドンペリドン（小）   ★周期性嘔吐症、乳幼  
児下痢症、上気道感染  
症、抗悪性腫瘍刺殺与  
時  
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239 その他の消化器官用剤  

内法外  
区分  分規名  主な適応症  薬理作用1   薬理作用2   薬理作用3  組成・構造   成分   

薬効分  
類番号   区分  剤形   用法   備考   線引き   

】  その他  キ招リシ’ン扶導  23g  内－l  カフ■セル  

の消化  作用  体   
器官用  
剤   

コリン作動性刺激作用  アネトールトリチオン  236  内－l  錠剤  ★胆汁うっ滞  

タバコ、医薬  アルカロイト■   トコンシロップ   239  内－3  シロツフ●剤  局方  
品等の誤飲時  
における催吐   
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241－249 ′、ルモン・完′、ルモン  
内注外  

主な適応症  薬理作用1  薬理作用2  薬理作用3  組成・構造   成分   
薬効分   剤形 区分  剤形   

区分   類番号  
用法   備考   線引き   

口  ホルモン・ ホ 

抗ルモン  
剤   皮症   

甲状腺機能低下症  甲状腺ホル  T3，T4   乾燥甲状腺く食用猷由来）  2431  内－1  

モン補充作  始、維持圭1日40  

用  －200mg 

内－2   

始、維持土1日40  
～200mg   

丁3   リオチロニンナトリウム   2431  内一1  錠剤  初回量1日5－  
25ugを1－2週間  
間隔で少しずつ増  
生し、維持王1日  
25～75ug   

T4   レポテロキシンナトリウム  2431  内－1  錠剤  1日1回0．025～  
0．4mg．一般に  
0．025～0．1mg／kg  

開始、維持量0．1  
－0．4mg   

レポチロキシンナトリウム  
く小）   10ug／kg．未熟  

児：1日1回5ug  
／kg開始、8日目  
から1固10L帽／kg   

甲状腺機能先進症  甲状腺機能  チアマゾール   2432  内－l  錠剤  初期呈1日30mgを  
抑制作用   3～4回で、重症  

の場合1日40′｝  

㈹mg、機能先進症  
状がほぼ消失した  
なら1－4週間ごと  

に漸減し、維持量  
1日5－10mgを1  
～2回   

プロビルチオウラシル   2432  内一1  錠剤  初期il日300mg  
を3～4回で、重症  
の場合1日400～  

600mg、機能先進  
症状がほぼ消失し  
たなら1－4週間  

ごとに漸減し、維  
持主1日50′〉  

100mgを1－2回   
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著しい消耗状態  蛋白合成促  2449  内－1  錠剤  1回100mg、1～2  
遺作用   ト結合／特  週間ごと   血、骨粗髭症  

異的蛋白生  
成促進作用   

■・ウ●ノら■ハ7■｛二．】’lト’．    ・■ 可・－  l■・‘  ・■■ん  1し  
蹴：再生不二良性琴：  

叫腐地籍症∴‥二；  

メスタノロン   

2449  内－1  錠剤  1回10～30mg、1 日1・一3回  ★下垂体性小人 症、骨粗挺症   
塩喪失型先天性副  ステロイド（コ  2452  内－1  錠剤  1日0．02～0．1mg、  
腎皮質過形成症、  ルチゾン系） 1日2－3回で  
アジソン病   ステロン）作用  

副腎皮質機能不  抗炎症作用  糖質副腎皮質ホ  ステロイト●レセフ■  ステロイド（コ  酢酸コルチゾン   2452  内－1  錠剤  1日12．5～150mg、  
全、炎症性疾患、  ト結合、特異  1日1－4固で  
自己免疫疾患、臓  的蛋白生成  
器移植、腫瘍   促進作用   

ヒドロコルチソン   2452  内－1  錠剤  1日10・〉120mg、1  
日1～4回で  

ステロイドくブ  2456  内－1  
レドニゾロン系）   日1～4回で  

内－2   

末剤   

メチルプレドニソロン   2456  内－1  錠剤  1日4■－48mg、1  
日1～4回で  

ステロイド  2454  内」1  錠剤  1日4－48mg、1  
（フッ素付加）   日1～4回で  

酢酸バラメタゾン   2454  内－1  
日1～4回で  

内－2   

日1～4回で  

デキサメタゾン   2454  内－1  
日1－4回で  

内－3   

日1～4回で  

ベタメタゾン   239，  

245   日1－4回で  

内－2   

日1■－4回で  
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内－3  シロップ剤  1日0．15～4mg、1  
日1－4回で  

副腎皮質ホルモン  ステロイド  トリロスタン   249  内－1  錠剤  1日初期量  
分泌過剰症   ルチゾール分泌  240mg、維持土  

抑制作用   240～480mg、3■〉  

害作用  4回で   

ステロイド分  非ステロイド  ミトタン   249  内一1  カフセル剤  1回500－  弧  

泌改善作用   1．000mg、1日3回  
から開始   

透析施行中の腎性  ステロイド（アン  249  内－1  力7セル剤  1日201丁場、2回で  ★乳癌  

貧血   芽球コロニー形成  ドロスタン系）   

細胞）増加作用  

尋常性ざ瘡   皮脂分泌仰  ステロイド  プレグナンジオール   2479  内一1  錠剤  1日2・－6ug  

制作用   
用  

革麻疹、湿疹・皮  配合剤   ベタメタゾン／d－マレイン酸  

膚炎群、薬疹、アレ  クロルフエニラミン   

ルギー性鼻炎   ン作用  
内－3   

男子性腺機能不全  アンドロゲン  ステロイド  メチルテストステロン   ★  、妊  

補充作用   症、末期女性性器  
癌の痔痛緩和，手  
術不能の乳癌  

フルオキシメステロン   2469  内－1  錠剤  
2回で  

前立腺肥大症  前立腺肥大  ステロイド  酢酸クロルマンノン   刃   

抑制作用   回  

徐放錠   
l言l  

アリルエストレノール   2479  内一1  錠剤  1回25mg、1日Z  
回   

思春期早発症  抗アンドロゲ  ステロイド  酢酸シフロテロン   口  

ン作用／ゴ  

ナドトロビン  
分泌抑制作  
用  

子宮内膜症   ゴナドトロビ  ステロイド  タナゾール   錠剤   

ン分泌抑制  カプセル剤  製剤）  

作用   

排卵障害   ゴナドトロビ  非ステロイド  ソクロフエ＿ル   内－1   錠剤  

ン分泌促進  1日2′〉3回で  

／排卵誘発  

作用   （フィイハ■ック抑制  

消失）  

クエン酸クロミフェン   249  内－1  錠剤  第1クール1日  
50mg、5日間で開  

始   
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内法外  
主な適応症   薬理作用1   薬理作用2   薬理作用3  組成・用達   成分   

薬剤分  
区分   顆番号   区分  剤形   用法   備考   線引き   

ステロイドくエスト  24丁5  内－l  錠剤  1回0．l～l汀帽、1日1～2回  ★老人性骨組た症  
山  ホルモン・ 杭ホルモ  蛋白生成促進作用  リオール系）   （0．5mg．lmg鎚）  
ン剤   

ステロイド  結合型エストロゲン   2479．  
33之   

ス手中イ．ド柏手二：   

一■l●   

J 

ホルモンバランス綱整  配合剤   フ■レゲネ／ロン／アンドロステンシ●  

作用   ロン前馳休作用＋男性ホルモン作用  オン／アントーロステンゾオール／テ  

＋卵胞和一モン作用＋甲状腺ホルモン  ストステロン／エストロン／舵煉  

作用  甲状腺   

月経異常、黄休機  ステロイド（合  

能不全   蛋白生成促進作用  成黄体ホルモン）   ん（内膳がん）  

（200mg製剤）  

ジドロゲステロン   2478  内－1  錠剤  1日5～15mg、1日1－3回  局方  
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カリジノゲナーゼ  
キニノーケーン分解作用／キニン遮触作 用   

循環改善作用  末梢循環障害  

P82   



241－249 ホルモン・抗ホルモン剤   
内外注  主な適応症   薬理作用1   薬理作用2   孤哩作用3   組成・構造   成分   薬効分  用法   備考   根引き   

区分   規寺号   

ベフチド   酢醗テトラコサクチド亜  241l  注－1  注射薬  1日1回、必要があれはZ～3日行う（筋注、  ★副腎皮質機能牒  
2  ホルモン・抗  t■性関節リウマチ、点  割下皮質ホルモン  AOTH稚副腎皮芹  鉛  相法、点滴静注）．  査  

息、ネフローゼ症快群   

下垂体性小人症、低身  成長促進作用  成長ホルモン作用  ペプチド（成長ホルモ  ソマトロビン（遺伝子租換  之小2  注－1  注射薬  1週間に0．1丁5mg／kg、2－4回に分けて筋  
長  （肝ソマトメジン生  ン）   え）  注、6－7回に分けて皮下注  

成分泌促進）  

注射薬  1週間に0．1丁5Mgルg、6～7回に分けて皮  
下注  

注－2  キット  1週間に0，175mg／hg、2－4回に分けて筋  
注、6～7回に分けて皮下注  

成長ホルモン抵抗性小  ポリペプチド（天然型  

人症   ヒトソマトメジンC）   異常症  

HlV感染症に伴う体王  ペプチド（成長ホルモ  
減少   分泌促遺作用  ン）   え）   

末端肥大症・下垂体性  ペプチド（ソマトスタチ  Z4g  ★消化管ホルモン産  
巨人症   抑制作用   容体刺激作用  ンほ導体）   割  

之49   ≡★瀬化管ホルモン産  
妄！・・∃t・～・く一言一一一・、・，二・i■ヒjYr 恵融如阜  

下垂体性尿病症  抗利尿作用   遺也尿細管におけ  ペプチド   バソフレシン   24日  注一1  注射薬  1日Z－3固、皮下又は筋注   局方、★食道綿  
る水の再吸収促進  脈癌出血の緊急処  

作用  置、下垂体性または  
腎性尿崩症の旺別  
診断、腸内ガスの除  
去（撮影前処置）  

血友病A、∨On  止血作用   内因性第Vl11電子・  ペプチド（ハ’ツアレシン誘  

棚Ilobrond病  vonWillobrdnd田子  導体）   

放出作用  

甲状腺機能冗進症  甲状腺機能抑制作  チアマソール   2432  注－l  注射薬  1日3－4回で、機能天道症状がほぼ消失し  

用   作用  たなら1～4週仰ごとに漸減  

草しい消耗状態   ま白合成促進作用  空白同化ホルモン  ステロイド（ノルテスト  ★乳腺症、下垂体性  

作用  ステロン系）   小人症、骨租粒症、  
再生不良性貧血  

フエニルブロビオン臓ナ  ★乳腺症、骨組糧  

ンドロロン   症、再生不良性貧血  

フリルブロビオン酸ナンド  ★乳腺症、下垂体性  

ロロン   小人症  

シクロヘキシルフロビオ  ★骨組紹症  

ン醜ナンドロロン   

エナント減メチノロン  2ヰ49  注一1  注射薬  1回100m‘、1～2週間ことに筋注   ★骨組堪症、再生不  
良性貧血  

急性低血圧・ショック、  カテコールアミン  エビネフリン   2451  注－1  注射薬  1回0．2－1m■を皮下注、航法   局方、l到★虹彩  

局所出血、局所麻酔薬  毛様体炎時におけ  

の作用延長、気管支け  る虹彩癒着の防止  

いれん、心停止   

急性低血圧・ショック  血圧上昇作用  交感神経α受容体  カテコールアミン  ノルエビネプリン   2451  注－1  注射薬  点滴脚注：l回1mg、皮下注射：1回0．1～  

刺漱作用  1汀堰   
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急性心不全   利尿作用／血管拡  カルベリチド   217  注－1  注射薬  

弓良作用   利揮ペプチド受容  
休刺激作用  

副腎皮質機能不全、炎  注射   
症性疾患、自己免疫疾  ン系）   ナトリウム   日1～4回、緊急時1回  

患、臓器移植、腫瘍   
蛋白生成促進）  

1回之50・－1．0001¶Eを静注又は点滴脚注   ★ショック  
リン蝕ヒドロコルチゾンナ  
トリウム   注又は点滴解法  

ステロイド（フレドニゾ  

ロン系）   ナトリウム   点   

酢酸フレドニゾロン   之458  注－1  注射薬  筋注こ1回5－801叩を1E】1－8回  

リン醸フレドニゾロンナト  
リウム   点滴紳注：1固之0・一100m■、1tヨ1－2回  

コハク放メチルフレドニゾ  
ロンナトリウム   注  時の免疫抑制のみ  

酢酸メチルフレドニソロ  

ノ   
加）   ド   内  

隅   

酢酸トリアムシノロン  2454  注－1  注射薬  関節腔内注射等：1固5～ヰOl叩、投与間隅  
2週間以上  マチ  

酢酸ハロフレドン   2ヰ54  注－1  注射燕  u  回12．5～25mi関節腔内注入、投与聞怖2  
4週間   のみ  

酢酸デキサメタゾン  2454  注－1  注射薬  筋   
射  
週   

′くルミテン酸デキサメタ  ★慢性関節リウマチ  
ゾン   のみ  

メタスルホ安息青酸デキ  
サメタゾンナトリウム   点滴静注：1国王－tOm書、1日1一之回  

リン酸デキサメタゾンナト  
リウム   点滴静注：1回2～10r叩、1日1－2回  

1日1回又は赦回0．5■一4m■／座椚注  ★ショックのみ  

リン西隻ベタメタゾンナトリ  
ウム   点   

山  ★ショックのみ   

アレルギー性鼻炎、慢  配合剤   ・寸薬   

性関節リウマチ、関節  酸ベタメタゾンナトリウム  ヽ＿  

炎   用   腎皮質ホルモン作  則  

用  
射  

l  

ステロイド   

ヽ一●   

子ポ妊症   男子性帰城能不全、男   男性ホルモン補充 作用  
注†   
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